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Upcoming Events

2026年度実用英語技能検定試験（英検） 

Notice for EIKEN 2026 教育部
　 当会では、年３回の英検を会員の皆さまを対象に実施しております。

1）2026年度英検開催予定
　2026年度の検開催予定は以下の通りです。　

2026年度 申込期間 一次試験開催日 二次試験開催日
第1回英検 すでに終了しました。 5月31日 ７月5日
第2回英検 7月中旬～8月下旬予定 10月4日 11月8日
第3回英検 11月中旬〜12月中旬予定 2027年1月24日 2027年2月28日

２）満点賞
　2025年度の英検において、以下の方々が
日本英語検定協会より「満点賞」（表彰状と副
賞）を授与されました。おめでとうございます。

皆さまの更なる受験をお待ちしております。

【4級】
•堀之内夏恩様   
•岩波徹様
•下木瑛太様 
   

【5級】
•安田稜様   
•安田紗代子様
•稲田澪様  
•森上暁登様
•宮本航輔様   

　　
編集室より　
　　 「Connecting the dots（点を繋ぐ）」という言葉を聞いたことがある
でしょうか。Appleの創始者であるスティーブ・ジョブズが生前、大学
の卒業式で行った有名なスピーチの一節です。この言葉に触れると、
私自身の点の散らばり具合はどうだろうかと考えさせられます。私に
とって、点とはすなわち経験です。 　
　振り返ると、私たちは気づかないうちにたくさんの経験を重ねてい
ます。夢中になった趣味、思いがけず任された役割、あるいは言葉に
できないほどの悔しい失敗。その瞬間には、これらが一体何に役立
つのか、どこへ向かっているのか見当もつきません。しかし、ジョブズ
はこう語っています。「あらかじめ点と点をつなぐことはできない。でき
るのは、後から繋ぐことだけだ」と。なぜこの言葉を取り上げたのか。
それは本誌のタイトルである『南十字星』が、まさに夜空に点在する
星という点を繋いで描かれたものだからです。 　　
　かつて大航海時代の旅人たちは、地図のない大海原で、この四つ
の星を結び合わせることで南の方角を知り、自らの進むべき道を見
出しました。一つひとつの星は遠く離れ、孤独に光っているように見
えます。しかし、それらを結びつける視点を持ったとき、それは迷える
者を導く確かな指針へと昇華されるのです。 　
　私たちの経験も同じではないでしょうか。一見ばらばらに散らばっ
た無意味に思える出来事も、いつか振り返ったときに自分だけの人
生を導く美しい星座として繋がる時がきっと来るはずです。今はまだ
何の図形も浮かび上がらない点かもしれません。それでもいつか必
ず線になると信じて、また今日も新しい点を打ち込む。そして未来の自分が、手元の点と点を結んで星座を描き出す。 　
　その答え合わせの日を楽しみにしながら、目の前のかけがえのない経験を積み重ねていきたいものです。
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